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長良川河口堰のゲートの試験開放を求める要請書

国土交通大臣 前原 誠司 様

長良川市民学習会 代表 粕谷 志郎

日ごろのご活躍、お慶び申し上げます。

長良川河口堰は、無駄な公共事業の象徴的存在として衆目を集めてきました。

今年、岐阜県は「全国豊かな海づくり大会 ぎふ長良川大会」を開催します。また名古屋

で、重要な国際会議である生物多様性ＣＯＰ１０が開催されます。河口堰によって海と川と

の繋がりが断ち切られ、生態系が大きく変えられてきてしまった長良川の現状に目を瞑った

まま 「森・川・海の繋がり 「生物多様性」を語って良いものでしょうか？、 」

２月初頭に投開票があった岐阜市長選の候補者アンケートでも、全候補者が長良川河口堰

の開放（試験的開放を含む）に肯定的でした。長良川を愛する沿川住民の多くの声は、長良

川河口堰を憂い、ゲート開放を求めています（別添資料参照 。）

河口堰の建設目的である「塩害防止の潮止め 「淡水の利用」の両方につき疑念がもたれて」

います。真に必要なのか、代替措置はないのか、改めて検討すべきときです。

まずは可及的速やかに長良川河口堰ゲートを試験開放を実施されたく、要請します。

記

１． 河口堰のゲートを開放し、環境への影響のモニタリングを開始すること。

開放の方法と時期は、下記の組み合わせにより、完全開放へ段階的に進める。

１） 開放の方法

１． 引き潮時のみの開放

２． 上げ潮時の潜り堰

３． 上記１．と２．の併用

４． 全開放

２）開放の時期

１． 優先時期の開放

鮎、サツキマスの遡上と降下の時期

２．常時開放

２．知多半島地域への長良川河口堰にかかわる導水を、水道水源にふさわしい水質の木曽

川大堰からの導水に戻すこと。あわせて塩水遡上対策として長良川河口堰にかかわる北

伊勢工業用水道の水源を木曽川大堰に切り替えられるようにすること。

。以上
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